
A B
毎月3000万売上 毎月1億売上
定時で帰る 遅くまでがんばる
基本任せる 自ら先頭に立って動く
常に部内にいる 常に率先して現場にいる
存在感がない 存在感が強い

アイスブレイク：どちらがいい管理職？
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■ ワーク１：視点を変えて考える

管理職としての役割・責務を考える

①自分が管理職・上司に期待していたこと

②自分が管理職・上司と接して嬉しかったこと、残念に思ったこと

③会社からの自分に対する期待
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１．権限・力が備わる

２．見られ方が変わる （社内、社外）

３．発言や行動が与える影響力が変わる

会社や組織を変えていくことができる存在になる

管理職としての役割・責務を考える

■ 管理職になったら意識すること

■ 管理職になることで起こる変化
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①育成（ ）
②検討・判断にあたり、常に外から自分を見る
③時間軸・視座の拡大
④自分なりの持ち味を活かしたマネジメントスタイル

（全てが完璧である必要はない）

対処ではなく育成、ロールモデルとしての意識



※自分で自覚していないものがほとんど

管理職としての役割・責務を考える：意識改革

■ 邪魔する壁
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・ の壁
・ の壁
・ の壁

固定観念：心の中にこり固まっていて、他人の意見や周りの状況によって
変化せず、行動を規定するような観念 （出典：大辞林）

先入観：最初に知ったことによって形成された固定的な観念・見解
（出典：精選版 日本国語大辞典）

■ 固定観念・先入観

変化や未知なるモノを避け現状を維持したくなる心理傾向

■ 現状維持バイアス



ヒト モノ カネ 情報

自部門
の資源

自由に
なる

自由に
ならない

マネジメントの基本要素の理解：資源の確認
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■ ワーク２：自身の周りにある資源確認



リーダーシップ：基本要素
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大 ⇒ 小 、高い ⇒ 低い 組織に沿って落とし込む

・経理理念/ビジョン ⇒ 使命/ミッション ⇒ 方針・行動指針/バリュー
⇒ 戦略 ⇒ 戦術

・事業部の目標 ⇒ 部の目標 ⇒ 課の目標 ⇒ 係の目標 ⇒ 個人目標
・年度目標 ⇒ 期の目標 ⇒ 月次目標 ⇒ 日次目標

■ 組織への落とし込み方

※責任を明確に伝えることが大切

■ 方針・行動指針の設定

＜設定項目＞

1．目的・背景・理由
2．ビジョン、方向性（目指すところ）
3．目標・ゴール（どこまでやるか）
4．戦術・手段
5．体制
6．スローガン



■ 利害関係が一致している時

■ 利害関係が反する時

目的の確認、目標/ゴールを一致させる

１． を確認する
２． 立ってみる
３． を一緒に考える
４．お互いにとっての がみつかる

→
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巻き込み力

目的と目標/ゴールを共有する

■ 伝え方
考えてもらう
ゴールデンサークル理論


